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第
５５
回
葛
飾
支
部
定
期
大
会
は

４
月
１３
日
、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ

し
か
に
代
議
員
、
特
別
代
議
員
、

来
賓
含
め
総
勢
１
９
９
人
が
出
席

し
て
開
ら
き
ま
し
た
。

出
席
者
は
佐
藤
主
婦
の
会
会
長

ら
こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た

仲
間
へ
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
て
始
め

ま
し
た
。

平
井
、
石
渡
両
氏
の
議
長
の
下

で
進
め
ら
れ
、星
谷
委
員
長
が「
０７

年
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
は
い
よ
い
よ

来
年
２
０
０
９
年
に
は
念
願
の
６

千
人
支
部
に
手
が
と
ど
く
組
織
に

前
進
し
た
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

田
中
書
記
長
に
よ
る
０７
年
の
総

括
と
０８
年
の
運
動
方
針
が
提
案
さ

れ
、
深
沢
財
政
部
長
の
決
算
報

告
、
予
算
提
案
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。全

体
討
議
で
は
、
役
員
定
年
制

で
の
一
定
前
進
と
２
０
１
０
年
か

ら
の
６５
歳
制
に
つ
い
て
、
事
業
所

分
会
対
策
、
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー

づ
く
り
で
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
成

立
の
経
験
報
告
と
活
動
援
助
に
つ

い
て
、
分
会
再
編
問
題
に
加
え
、

ア
ス
ベ
ス
ト
支
援
募
金
へ
の
謝
辞

と
今
後
の
決
意
な
ど
、
本
田
・
堀

切
・
北
水
元
分
会
な
ど
か
ら
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
次
定
年
制
に
つ
い
て
は
、

こ
の
１
年
間
か
け
て
意
見
交
換
し

て
い
く
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。午

後
は
８
分
科
会
に
分
れ
て
議

案
討
議
を
行
な
い
、
交
流
と
議
案

を
深
め
ま
し
た
。

新
常
任
に
千
葉
�

全
体
会
に
も
ど
っ
て
、
提
案
の

運
動
方
針
、
予
算
案
を
全
体
の
拍

手
で
承
認
し
、
役
員
選
出
を
行
な

い
、
最
後
に
大
会
成
功
に
尽
力
し

た
仲
間
た
ち
に
感
謝
の
拍
手
を
送

り
、
大
会
表
彰
を
行
な
い
、
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
て
終
了
。

な
お
、
こ
の
大
会
に
本
部
か
ら

瀬
田
仕
事
対
策
部
長
、
日
滝
書
記

次
長
、
岩
崎
書
記
が
出
席
し
ま
し

た
。

遅
れ
取
戻
そ
う

２
２
２
人
を
４
〜
５
月
で
拡
大

す
る
春
拡
大
月
間
が
始
ま
り
ま
し

た
。５

月
２
日
現
在
５５
人
と
な
っ
て

昨
年
よ
り
や
や
遅
れ
て
お
り
、
全

都
３８
支
部
中
で
も
最
下
位
を
�
競

う
�
現
状
で
す
。

す
で
に
青
戸
は
自
主
目
標
に
挑

戦
中
で
、
二
葉
も
８
人
を
拡
大
し

達
成
し
て
こ
れ
に
つ
づ
き
ま
す
。

こ
の
機
関
紙
が
届
く
１６
日
に
は

事
態
は
大
き
な
進
展
し
て
、
中
間

か
ら
終
盤
へ
の
取
組
み
と
な
り
ま

す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
群
か
ら

の
紹
介
と
参
加
・
協
力
が
カ
ギ
で

あ
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
す
。

連
続
達
成
Ｖ
４
め
ざ
し
て
、
達

成
と
実
増
の
組
織
建
設
で
０９
年
６

０
０
０
人
に
王
手
を
か
け
る
今
年

の
前
半
戦
の
勝
利
の
女
神
を
全
分

会
に
ひ
き
よ
せ
ま
し
ょ
う
。

統
一
行
動
日
↓
４
月
２２
・
２３
日

２８
・
２９
・
３０
日

達
成
打
上
式
↓
６
月
２
日
夜
テ

ク
ノ
プ
ラ
ザ

第
５５
回
大
会
で
選
出
さ
れ
た
役

員
は
以
下
の
通
り
で
す
。
支
部
委

員
長
は
本
部
中
央
執
行
委
員
と
な

り
ま
す
。
青
年
部
担
当
は
福
岡
、

主
婦
担
当
は
星
谷
の
両
氏
と
な

り
、
建
長
会
は
脇
元
さ
ん
で
す
。

委
員
長

星
谷

聰

鉄
骨
工
・
奥
戸

副
委
員
長

深
沢
松
男

鉄
骨
工
・
奥
戸

芳
井

武

内
装
工
・
青
戸

横
田

進

建
具
工
・
東
新
小
岩

福
岡
達
咲

塗
装
工
・
堀
切

書
記
長

田
中

革

書
記

書
記
次
長

元
井
博
士

書
記

高
橋
真
理

書
記

財
政
部
長

深
沢
松
男
（
兼
）

組
織
部
長

福
岡
達
咲
（
兼
）

教
育
宣
伝
部
長

細
貝
文
洋

内
装
工
・
堀
切

社
会
保
障
対
策
部
長

榎
本
幸
男

大
工

・
立
石

厚
生
文
化
部
長

斉
藤
八
十
八

電
工
・
北
水
元

税
金
対
策
部
長

折
笠
明
実

看
板
工
・
西
亀
②

産
業
対
策
局
長

芳
井

武
（
兼
）

仕
事
対
策
部
長

近
沢
敏
彦

配
管
工
・
奥
戸

賃
金
対
策
部
長

吉
田
邦
雄

墨
出
工
・
高
砂

労
働
対
策
部
長

脇
元
勝
美

大
工
・
柴
又

技
術
対
策
部
長

石
井
啓
之

電
工
・
幸
田

後
継
者
対
策
部
長

千
葉
修
央

内
装
工
・
青
戸

常
任
執
行
委
員
待
遇

阿
久
津
大
造
（
青
年
部
長
）

山
内
初
枝
（
主
婦
の
会
会
長
）

会
計
監
査

津
田
幸
一

ガ
ラ
ス
・
東
水
元

神
宮
和
夫

鉄
骨
工
・
二
葉

執
行
委
員
（
分
会
長
）

磯

三
千
男
（
新
小
岩
）

佐
藤

明
宏
（
西
新
小
岩
）

牧
野

教
生
（
東
新
小
岩
）

阿
久
津

正
（
奥
戸
）

小
林

伸
次
（
本
田
）

（
立
石
）

平
井

克
美
（
青
戸
）

小
林

紘
（
お
花
茶
屋
）

岡
本

勝
孝
（
堀
切
）

芦
田

清
（
二
葉
）

小
野

福
次
（
西
亀
有
①
）

舘
野

竹
男
（
西
亀
有
②
）

小
川

徳
夫
（
亀
有
）

小
野
瀬
裕
次
（
細
田
）

加
藤

信
男
（
高
砂
）

市
瀬

隆
（
柴
又
）

梅
松

辰
雄
（
新
宿
）

川
上

雅
敏
（
余
町
）

菊
池

司
郎
（
東
金
町
）

芦
野

一
夫
（
東
水
元
）

今
村

賢
二
（
北
水
元
）

伊
藤

兼
夫
（
幸
田
）

金
杉

誠
（
飯
塚
）

執
行
委
員
待
遇

筒
井

啓
之
（
建
長
会
会
長
）

東京土建一般労働組合
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今月の�飾組織現勢
２００８年４月１日現在 ５，７９８人
加 入 ４３人
転 入 ６人
脱 退 １０６人
転 出 ６人

２００８年５月１日現在 ５，７３５人

春拡大月間 ５／２現在

加入５５ 残１６７
到達率�２５％ 拡大率�０．９５％
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拡大
目標

９

７

１２

１５

１２

９

１

６

８

８

９

６

１３

１２

１４

９

１０

５

７

１４

１０

１１

６

９

４７

１６

２３

２２２
３．８２％

新 小 岩

西新小岩

東新小岩

奥 戸

本 田

立 石

青 戸

お花茶屋

堀 切

二 葉

西亀有①

西亀有②

亀 有

細 田

高 砂

柴 又

新 宿

金 町

東 金 町

東 水 元

北 水 元

幸 田

飯 塚

そ の 他

主婦の会

青 年 部

建 長 会

合計

即
実
践
だ
�

春
拡
大
・
憲
法
の
夕
べ

行行
動動
力力
高高
めめ
ＶＶ
��
をを

�
�
�
人
は
増
勢
の
条
件

選選
出出
ささ
れれ
たた
役役
員員
のの
皆皆
ささ
んん

団結と自信と笑顔の第５５回大会（４月１３日テクノ）

春
・
拡

大
月
間

第６２２号建 設 者２００８年５月１６日（１）



伊
藤
講
演
・
映
画

と
歌
５
４
０
人
が

�
９
条
守
る
責
任
が
�

４
月
２２
日
夜
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ

ル
ズ
大
ホ
ー
ル
に
５
０
０
人
を
超

え
る
区
民
が
参
加
し
て
『
平
和
・

９
条

憲
法
の
夕
べ
』
を
開
ら
き

ま
し
た
。

例
年
こ
の
時
期
は
集
会
と
デ
モ

行
進
で
し
た
が
、
国
の
形
が
９
条

だ
け
で
な
く
２５
条
も
そ
の
他
も
変

え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

危
機
感
を
も
っ
て
学
ぼ
う
と
企
画

し
た
も
の
で
す
。

橋
本
の
ぶ
よ
さ
ん
の
歌
で
始
ま

っ
た
夕
べ
は
、
つ
づ
い
て
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
『
戦
争
を
し
な
い
国
日

本
』
を
上
映
し
た
あ
と
、
伊
藤
真

先
生
の
講
演
を
聞
き
、
改
悪
論
議

が
い
か
に
事
実
と
違
う
か
を
各
項

に
わ
た
っ
て
学
び
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
パ
ン
フ
を
余
分
に

も
ち
帰
え
る
人
や
団
体
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
土
建
は
３
５
０
人
参
加

３１
年
目
の
住
宅
デ
ー
は
６
月
２２

日
（
日
）
に
全
都
一
斉
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

「
福
祉
と
ま
ち
づ
く
り
の
住
宅

デ
ー
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、

手
す
り
取
付
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

包
丁
研
ぎ
や
ま
な
板
削
り
だ
け
で

な
く
、
工
作
教
室
や
お
楽
し
み
コ

ー
ナ
ー
そ
し
て
住
ま
い
の
相
談
コ

ー
ナ
ー
も
バ
ッ
チ
リ
決
め
て
、
住

民
が
楽
し
め
る
内
容
と
し
て
、
地

域
の
�
お
ま
つ
り
�
に
し
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
知
恵
と

工
夫
で
仲
間
も
住
民
も
楽
し
い
住

宅
デ
ー
で
地
元
の
建
築
職
人
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
上

は
今
年
の
ポ
ス
タ
ー（
カ
ラ
ー
）。

第
７９
回
メ
ー
デ
ー
は
代
々
木
公

園
に
４
万
５
千
人
が
参
加
し
て
開

ら
き
ま
し
た
。

支
部
青
年
部
が
作
っ
た
出
し
物

は
ゴ
ケ
ン
ジ
ャ
ー
。

仕
事
を
終
え
た
夜
間

組
合
事
務
所
に
集
ま

り
相
談
し
な
が
ら
前

日
ま
で
か
か
っ
て

�
完
成
さ
せ
た
力
作
�

で
す
。

参
加
し
た
２
３
０

人
の
仲
間
に
は
５
色

の
三
角
旗
を
手
に
も

っ
て
も
ら
い
、
各
色

の
先
頭
に
は
５
つ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
要
求

が
書
き
込
ま
れ
、
出

し
物
と
参
加
者
全
員

で
表
現
し
ま
し
た
。

阿
久
津
青
年
部
長
を
先
頭
に
今

年
こ
そ
本
部
出
し
物
コ
ン
ク
ー
ル

に
入
賞
し
よ
う
と
は
り
き
っ
て
行

進
、見
事
敢
闘
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

雨
の
ち
快
晴
�

水
元
で
５
百
人

�
子
ど
も
ま
つ
り
工
作
に
�

４
月
２７
日
（
日
）
早
朝
の
雨
模

様
か
ら
１０
時
開
会
に
は
雨
も
や
ん

で
始
ま
っ
た
葛
飾
区
子
ど
も
ま
つ

り
は
水
元
公
園
で
開
か
れ
、
仲
間

６５
人
が
銅
板
表
札
、
木
製
イ
ス
、

本
立
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
工
作
の

指
導
に
精
を
出
し
ま
し
た
。
ま
た

主
婦
の
会
も
折
紙
づ
く
り
を
子
ど

も
た
ち
に
教
え
ま
し
た
。

青
木
区
長
や
教
育
長
、
各
党
の

皆
さ
ん
の
激
励
訪
問
の
中
、
４
つ

の
工
作
４
０
０
個
以
上
に
折
り
紙

を
加
え
、
５
０
０
人
が
工
作
コ
ー

ナ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

昼
休
み
も
そ
こ
そ
こ
に
午
後
の

開
始
を
ま
つ
親
子
連
れ
の
指
導
に

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
も
一
層
熱
く
な
る

一
日
で
し
た
。
作
品
と
「
チ
ビ
っ

子
大
工
」
認
定
証
を
大
事
そ
う
に

帰
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
さ
わ

や
か
で
し
た
。

一
昨
年
成
立
し
た
医
療
制
度
改

革
関
連
法
案
を
受
け
、
今
年
か
ら

は
い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
対
策
と
し
て
「
特
定
健

康
診
査
」
が
４０
〜
７４
歳
に
義
務
づ

け
ら
れ
、
そ
の
受
診
率
が
補
助
金

等
に
も
反
映
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
、内
容
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

組
合
員
本
人
と
家
族
の
診
断
項

目
に
違
い
が
あ
る
こ
と
、
５
月
送

付
し
ま
す
「
受
診
券
」
を
使
用
す

る
こ
と
な
ど
、
ま
た
オ
プ
シ
ョ
ン

検
査
の
�
中
止
�
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
チ
ラ
シ
等
に
ゆ
ず
り
ま

す
が
、
７
月
６
日
�
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
で
第
１
回
目
を
行
な
い
ま
す
。

ぜ
ん
息
医
療
費

８
月
か
ら
無
料
に

東
京
大
気
裁
判
の
全
面
和
解
の

条
件
と
し
て
制
定
さ
れ
、
昨
年
１２

月
に
条
例
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

土
建
国
保
か
ら
該
当
者
に
案
内

を
通
知
さ
れ
ま
す
。

２２
級級
建建
築築
施施

工工
管管
理理
技技
士士

受
験
準
備
講
座

７
月
１７
日
〜
１１
月
７
日
ま
で
の

講
習
で
、
毎
週
木
曜
な
い
し
金
曜

の
夜
間
１６
回
講
座
。
補
講
４
回
。

費
用
７
０
０
０
０
円
。
申
込
６

月
２５
日
ま
で
。
定
員
３０
人
。

今今
ここ
そそ��
憲憲
法法
のの
力力
��をを
つつ
けけ
よよ
うう
！！

６６
月月
２２２２
日日
はは
第第
３３１１
回回
住住
宅宅
デデ
ーー
でで
すす

住
民
と
一
体
の
取
組
み
を

ゴゴケケンンジジャャーーがが敢敢闘闘賞賞にに

支
部
健
康
診
査
７
月
６
日
に

新
制
度
に
対
応
し
た
内
容
に

�
受
診
券
は
全
員
に
今
月
送
付
�

念願の初受賞となった新生青年部のメンメン

多彩な企画で開いた憲法の夕べ（４月２２日シンフォニー大ホール）

そろいのチョッキで指導に休みはありません（４月２７日水元公園）

（２）第６２２号建 設 者２００８年５月１６日


